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杉並区内の都営・区営住宅における現状について

公営住宅の石綿問題 実態把握と対策を

公
営
住
宅
で
使
用
さ
れ
て
い
た
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

に
よ
り
、
居
住
者
が
健
康
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

石
綿
被
害
の
患
者
団
体
が
公
表
し
た
の
は
、
石
綿
が
使

わ
れ
た
住
宅
に
住
み
、
被
害
に
あ
っ
た
女
性
（
53
）
の
事

例
で
す
。
女
性
は
、
１
歳
か
ら
22
歳
ま
で
県
営
住
宅
に
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、
住
宅
の
天
井
に
は
吹
付
石
綿
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
急
に
激
し
い
咳
に
襲

わ
れ
、
石
綿
特
有
の
胸
膜
中
皮
腫
と
診
断
。
石
綿
関
連
疾

患
は
、
ば
く
ろ
（
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
）
か
ら
発
症
ま
で

の
潜
伏
期
間
が
非
常
に
長
く
、
20
年
～
40
年
後
に
中
皮
腫

な
ど
悪
性
が
ん
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

患
者
団
体
が
公
表
し
た
調
査
結
果
で
は
、
32
都
道
府
県

の
公
営
住
宅
等
、
約
２
万
２
千
戸
で
石
綿
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
最
大
23
万
人
が
ば
く
ろ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

杉
並
区
内
で
は
、
６
ヵ
所
の
公
営
住
宅
が
該
当
（
判
明

分
・
詳
細
は
右
下
表
）
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
既
に
石
綿

対
策
工
事
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
石
綿
関
連

疾
患
は
潜
伏
期
間
が
長
い
た
め
、
石
綿
対
策
工
事
を
実
施

す
る
以
前
の
居
住
者
も
含
め
た
対
応
が
必
要
で
す
。

国
は
、
石
綿
を
使
用
し
て
い
た
公
営
住
宅
の
実
態
を
調

査
し
、
直
ち
に
情
報
を
開
示
す
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
居

住
歴
が
あ
る
な
ど
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る

方
へ
の
無
料
の
健
康
診
断
や
専
門
病
院
の
紹
介
、
補
償
救

済
制
度
の
拡
充
等
の
対
応
が
必
要
で
す
。

石
綿
被
害
は
被
害
対
象
が
広
範
囲
に
ま
た
が
る
た
め
、

国
・
都
・
区
の
連
携
し
た
対
応
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
、

党
国
会
議
員
団
、
党
東
京
都
議
団
と
共
に
、
対
策
を
求
め

ま
す
。

最
大
23
万
人
に
被
害
の
恐
れ
も

区
内
６
カ
所
該
当
（
判
明
分
）

す
べ
て
対
策
工
事
は
実
施
済
み

実
態
把
握
と
情
報
開
示
、
補
償
救
済
を

中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会等
調査資料から杉並区内の公共住宅を抜粋

吹付石綿を使用していた団地

管理者 団地名 対策年度 使用箇所

東京都 井草三丁目アパート１・２号棟 2006 廊下天井

杉並区 上井草三丁目アパート 2005 住居天井

石綿含有ひる石吹付をを使用用していた団地

管理者 団地名 対策年度 使用箇所

東京都 久我山一丁目アパート２（12）号棟 2010 住居天井

東京都 阿佐谷北三丁目アパート20号棟 2007 住居天井

東京都 阿佐谷北三丁目アパート25号棟 2007 住居天井

東京都 下井草二丁目第２アパート5号棟 2007 住居天井



区立小学校で使用する道徳教科書を採択

安
倍
政
権
の
教
育
改
悪
に
よ
り
、
小
学
校
は
来
年
度
、
中
学
校
は

再
来
年
度
か
ら
「
道
徳
」
が
教
科
化
さ
れ
ま
す
。
国
が
道
徳
の
内
容

を
決
め
、
教
科
書
に
書
い
て
教
え
さ
せ
、
身
に
付
い
た
か
ど
う
か
心

の
中
ま
で
評
価
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
反
対
の
声
が
多
数
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

道
徳
の
教
科
化
に
あ
た
り
、
多
く
の
市
民
や
教
育
団
体
か
ら
強
い

懸
念
が
示
さ
れ
て
い
た
の
が
、
教
育
の
政
治
的
中
立
を
侵
す
内
容
の

教
科
書
も
検
定
合
格
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
教
育
出
版
社
の
教

科
書
は
、
「
国
旗
・
国
歌
」
が
他
社
と
比
べ
て
も
異
常
に
大
き
く
偏
っ

た
取
り
上
げ
方
を
し
て
い
る
、
掲
載
す
る
必
然
性
の
無
い
安
倍
首
相

の
写
真
を
載
せ
て
い
る
、
安
倍
首
相
の
肝
い
り
で
設
置
さ
れ
た
日
本

教
育
再
生
機
構
の
道
徳
教
育
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
監
修
・
編
集
執
筆

者
に
名
を
連
ね
て
い
る
、
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
杉
並
区
で
は
、
ど
の
教
科
書
が
選
ば
れ
る
の

か
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
９
日
（
水
）
に
開
か
れ
た
杉
並

区
教
育
委
員
会
で
、
東
京
書
籍
の
「
新
し
い
道
徳
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
教
育
出
版
社
の
教
科
書
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
道
徳
の
教
育
が
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
は
国
家
が
特
定
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
も
の
で
は

な
く
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
考
え
、
選
び
取
っ
て
い
く
べ

き
も
の
で
す
。
憲
法
で
定
め
る
思
想
・
良
心
の
自
由
を
国
が
侵
す
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

教
育
の
政
治
的
中
立
を
侵
す
内
容
の
教
科
書
も

道
徳
の
教
科
化
は
憲
法
に
逆
行

納涼のつどい開かれる

８
月
21
日
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
は
、
杉
並
区
が
静
岡
県
南
伊
豆

町
に
建
設
中
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
（
仮
称
）
エ
ク
レ
シ
ア
南
伊
豆
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

全
国
初
の
区
域
外
特
養
ホ
ー
ム
で
、
用
地
確
保
が
困
難
な
都
市
部
で
は

特
養
ホ
ー
ム
不
足
解
消
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
車
で
片
道
約

４
時
間
、
電
車
で
も
下
田
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
実
際
に
車
で
現
地
に
向
か
い
ま
し

た
が
、
途
中
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
片
道
５
時

間
か
か
り
ま
し
た
。
面
会
の
家
族
が
宿
泊
で
き

る
部
屋
も
用
意
さ
れ
ま
す
が
、
頻
繁
に
面
会
に

行
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
は
来
年
３
月
の
予
定
で
、
90
床
の

う
ち
杉
並
区
民
枠
は
50
床
。
運
営
は
静
岡
県
の

社
会
福
祉
法
人
「
梓
友
会
」
。

建設中の南伊豆特養を視察

７月２９日（土）、くすやま地域の党と後

援会主催による「納涼のつどい」が開かれ、

７０名が参加しました。

原田あきら都議、前都議の吉田信夫さん、

おさない史子衆議院東京８区予定候補も参

加。都議選の奮闘を語り、労をねぎらいま

した。後援会から、原田都議へは手ぬぐい

タオル、吉田さんへはスケッチブックのプ

レゼントがあり、思わぬサプライズに２人

が感激する場面も。「総選挙でも必ず躍進

しよう」と決意を固めあいました。

採
択
教
科
書
は
東
京
書
籍
「
新
し
い
道
徳
」


